
PHR協会 IHMS委員会議事録（案）
日時：2017年2月24日（月） 15:00 – 17:00　場所：フクダ電子会議室　＋　Web会議
出席者：　鈴木淳夫・藤井田（ISOLA）・大林・森口　記
Web側：細羽、毛利（淳風会）、（順不同敬称略）
（織田は一時期参加したが通話が不通になったため退場。）　
欠席：織田、佐藤（フクダ電子）、村山（京都工場保健会）
資料：下記に関連部分のみ詳細
1 資料1：20170117IHMS議事録（案) 
2 資料2：20161228IHMS技術WG議事録（案)
3 資料3：JAHISHL7協会殿との打ち合わせ資料
１． 議事（以下、森口司会）
（1） 1月17日の議事録案の検討。異議なし。
（2） JAHIS/HL7協会にヒアリングを行なった結果、Ver.1をベースに、前に進めていこうとしているらしいと、強く感じられた。

（3） ＩＨＭＳ委員会の今期の取り纏め方針についての検討
ａ．大林が開発中の統合健診のシステムはIHMS委員会の検討に従って、完成しつつあることをデモして、今回の会議参加者は確認した。5～10分程度でフリーズしたが、CISCOのルータの影響であるとのことであり、28日の納期に納品することに課題はないとのことであった。（大林）
ｂ．2月28日に織田・毛利・村山の3か所で設置したクライアントと（プライベートな）VPNで接続して、その状態を、上記3名が確認することとした。（大林）

ｃ．健診機関側がCSVで出力しサーバはCDAとなる。（細羽・大林）

ｄ．毛利が以前約束したように、クラウドサーバを手配する。そして、技術的な設定作業を大林の指導により行うこととする。
ｅ．設定作業により、毛利が設定したクラウドサーバに織田・毛利・村山のサーバが接続される。
ｆ．上記を前提に、

ＰＨＲ協会はＩＨＭＳ委員会において、JAHIS/HL7協会の規格書V1.0に沿った統合健康管理システムの実証実験による実現を行った。と考えで記述する方針で、今期の取り纏め方を細羽が次回IHMS委員会で、に提案することになった。
（4） JAHIS/HL7協会との打ち合わせの結果について
ａ．JAHISと日医の正確な今後の方向性・可能性は理解できていないものの、彼らの細かい状況を詮索するよりも、方向性はHL7ないしISO13606であり、外野席にとっては大きな差異はない。健診機関側はEXCELで健診データを準備することには変わらないと、踏んだ。
ｂ．JAHIS/HL7協会とのヒアリング（1月27日）は、PHR協会側の質問に関する回答等を得られていないため、PHR協会から問い合わせることとした。

（5） PHR協会の来季の方向性について
ａ．JAHIS／HL7協会も日医も正確な方針は見えていないものの、PHR協会がどう言おうと、JAHIS／HL7協会と日医が大きな意味で方向性を変えるとは思えないし、大きな意味での方向性に反対するものでもない。従って、彼らができない（実務的・実践的な）検討をPHR協会が行うべきとの意見が出て、会議参加者の総意となった。
ｂ．織田（PHR協会代表理事）の意向は、国の施策である「両立支援」であり、PHR協会のPHRデータととび梅ネット（SS-MIXⅡ）を技術的に接続する目的にも大きな意味で合致する。また、産業医大の東敏昭学長も両立支援の実証実験には極めて前向きである。
ｃ．来期のＩＨＭＳ委員会の方向性として、「今期の統合健康管理システムの実証実験の成果を基盤として、さらに、両立支援の実証実験へ発展させる」こととする。

ｄ．次回のＩＨＭＳ委員会において、織田と打ち合わせの上、事務局より、来期の検討課題として、両立支援の実証実験に関する提案を行うべく準備する。
（6） 次回は、3月16日（木)15時～17時　　場所：フクダ電子会議室　＋　Web会議
―以上―





































